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飼育展示数   哺乳類：２２種１７８点 

鳥  類：２７種１４５点 

爬虫類：１１種４２点 

（平成２３年７月末日現在） 

 

 秋の動物園祭りのお知らせ
９月１９日（祝）に、秋の動物園祭りを開催します！ 
☆動物リレーガイド 
☆バックヤードツアー 
☆動物もぐもぐタイム 
☆動物ふれあいコーナー 
☆野鳥クイズコーナー 
☆お囃子、折り紙、竹細工コーナー 
☆コンサートコーナー 
などなど、盛りだくさんでお送りします。詳しい時間など 
はホームページ 
（http://www.city.kawasaki.jp/53/53yumemi/home/yumemi/yumemi.htm） 

に掲載予定です。 

みなさまの来園をお待ちしております！ 

赤ちゃん発見 
 

 

 

 
▲ホンシュウジカ 

▼マーコール 

 

夢見ヶ崎動物公園では、５

月頃から新しい命が次々誕生

しています。 

まずはホンシュウジカ。白

い斑点模様は木漏れ日にまぎ

れ、敵に見つかりにくくする

と言われています。 

コモンマーモセットは前回

のゆめみにゅーすで赤ちゃん

誕生のニュースを取り上げま

した。その後、６月下旬に父

親が突然死んでしまい、寂し

い思いをしていたのですが、
▲コモンマーモセット 

眠い… 

数日後、なんとお母さんの背中にま

たも赤ちゃんの姿が…。子育てには、

１月に生まれたばかりの上の子も協

力してくれています。 

 そしてマーコール。今年は３頭が

すくすく育っています。生まれて２，

３日で岩山を上り下りするたくまし

さです。 

 今後も彼らの成長を温かく見守っ

ていただきたいと思っております。



獣医の日記 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

★動物たちの主な移動（平成２３年５月１日～平成２３年７月３１日）★ 
ホンシュウジカ（♀１繁殖）、マーコール（♀２♂１繁殖、♂１ＢＬ、♀１死亡）、ボリビアリスザル（♀１死亡、♂１
譲渡）、コモンマーモセット（♂１死亡、性別不明１繁殖） 

ゴイシチャボ 
分類：鳥綱  キジ目 キジ科  

 毎年、春～夏にかけて、動

物園には小鳥のヒナが持ち込

まれ、動物病院の一角は託児

所状態になります。 

 「飼い猫が連れてきた」「「落

ちていた」…など、理由は様々

ですが、都会であってもまだ 

まだ野鳥はたくさんいて、それをいつくしむ人々も多いのだ

と感じさせられます。 

 しかし、飛べずに迷子になっているように見えても、実は

巣立ちしたばかりで、親が見守っている場合もあります。 

それだけではなく、小さな鳥でも自然の一部です。弱った

小鳥などを捕まえないと生きていけない動物もいます。たと

えば、弱っているヒナを保護して連れて行ってしまうと、そ

れを餌にしようとしていたタヌキなどの動物にしてみれば、

「餌を横取りされた！」ということになるわけです。場合に

よっては、その結果、子ダヌキを 1 匹飢え死にさせてしまっ

ているかもしれません。 

 ヒトが育てるとヒトに慣れてしまい、自然で生きていくの

が難しくなるなど、他にもさまざまな問題があります。 

 本当にヒトが助けるべきかどうか、難しいことだと思いま

す。正解は無いのかもしれません。皆さんはどう思われます

か。 

 白黒の碁石を並べたような、美しい羽色が特徴のチャ

ボです。原産は今のベトナムで、日本では江戸時代から

愛玩用として飼われていたようです。原産地の地名「チ

ャンバ」がなまって「チャボ」になったといわれていま

す。 

 ほかの種類のニワトリには飼育員に突っかかってく

るものもいるのに対し、このゴイシチャボたちはとても

おとなしく、穏やかです。 

現在、当動物公園では

♂♀１羽ずつ飼育してい

ます。オスはよく歩き回

っていますが、メスが見

当たらないことがあるか

もしれません。そんなと

きは人目につきにくい壁

の陰などにひそんでいま

すので、そっとしておい

てあげてくださいね。そ

ーっと、でてくるかもし

れません…。 

▼メス 

▼オス 


